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域
の
自
力
で
で
き
る
よ
う
に
取

組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
年
と
考
え
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
活
動

を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
中
居
副
市

長
が
遠
藤
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
代
読
し
、「
ど
ん
こ
の
干
物

の
開
発
等
、
侍
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
活
性
化
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
取
組
み
に
期
待
し
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
。
久
慈
義
昭
顧
問

か
ら
も
「
地
域
の
活
性
化
の
取

組
み
に
は
、
行
政
の
協
力
が
必

要
で
す
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
が
進
み
ま
す
が
、
皆
さ
ん
で

協
力
し
、
行
動
を
起
こ
し
行
政

を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

桑
田
鉄
男
久
慈
市
議
会
副
議

長
の
乾
杯
の
発
声
後
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
地
域
振
興
の

話
題
な
ど
で
話
が
弾
ん
で
い
た
。

　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
五
日

（
日
）午
前
十
一
時
よ
り
毎
年
恒

例
の
侍
浜
町
新
年
交
賀
会
が
侍

浜
公
民
館
で
、
来
賓
、
町
内
参

加
者
合
わ
せ
て
九
十
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
続
き
西
村
秀
雄
振
興

協
議
会
会
長
が
「
中
居
副
市
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
々

か
ら
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
侍
浜
地
域
に

つ
い
て
少
し
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
広
報
委

員
会
が
行
っ
て
い
る
平
成
二
十

八
年
侍
浜
町
五
大
ニ
ュ
ー
ス
で

す
が
、
第
一
位
は
侍
ブ
ラ
ン
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
侍
マ
ル

シ
ェ
を
町
民
文
化
祭
と
同
時
開

催
し
た
事
で
し
た
。
第
二
位
は

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

「
さ
む
ら
い
」の
完
成
。
第
三
位

侍
浜
ス
ポ
少
が
市
長
旗
争
奪
野

球
大
会
で
優
勝
。
第
四
位
は
映

画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
の
上

映
会
を
開
催
し
た
事
。
そ
し
て

第
五
位
が
保
土
沢
に
バ
イ
オ
マ

ス
施
設
が
完
成
し
た
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
五
大
ニ
ュ
ー

ス
以
外
で
も
「
侍
〜
は
ま
お
ど

塾
〜
」
主
催
の
鉄
コ
ン
が
十
二

月
十
日
に
開
催
し
た
事
。
侍
浜

小
学
校
百
四
十
周
年
記
念
運
動

会
、
学
習
発
表
会
。
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
三
十
周
年
式
典
・
祝

賀
会
。
木
村
圭
次
さ
ん
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
侍
浜
支
所
へ

赴
任
し
た
事
。
野
場
知
聡
さ
ん

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
。
県
中

総
体
で
の
侍
浜
中
学
校
の
健
闘
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
の
二
年

目
実
施
。
侍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組
み
で
、
盛
岡
で
干
物
試
食

の
提
供
、
東
京
で
の
干
物
試
食

の
提
供
な
ど
、
地
域
に
元
気
を

く
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地

域
の
頑
張
り
が
今
年
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
の
事
を
申
し
ま
す
と
、

現
在
の
侍
浜
支
所
・
公
民
館
が

市
民
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
で

す
。
地
域
が
希
望
す
れ
ば
、
支

所
・
公
民
館
を
地
域
で
管
理
し
、

地
域
が
運
営
で
き
る
よ

う
に
な
る
事
で
す
。
そ

の
運
営
団
体
と
す
れ
ば

振
興
協
議
会
が
そ
の
候

補
に
な
り
う
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
地
域
と

し
て
ど
う
対
応
す
る
か

問
わ
れ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

一
方
、
現
在
振
興
協

議
会
で
は
、
侍
ブ
ラ
ン

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結

成
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、

現
在
国
の
補
助
事
業
で

行
っ
て
い
る
も
の
を
地

侍
浜
町
振
興
協
議
会

平
成
29
年 
新
年
交
賀
会
開
催

　

一
月
十

三
日
に
、

侍
浜
老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会
（
桑

田
和
雄
会

長
）、
町

振
協
健
全

育

成

部

（
桑
田
春

美
部
長
）、

侍
浜
公
民

館
と
の
共

催
事
業
で

地
域
に
伝

わ
る
小
正

月
行
事
の

「
み
ず
き

団
子
づ
く

り
」
と
そ

ば
打
ち
体

験
を
実
施

し
、
世
代

間
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
世
代
間
交
流
は
毎
年
恒

例
事
業
と
し
て
開
催
し
て
お

り
、
今
年
は
小
学
生
十
三
名
と

保
護
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
総

勢
三
十
八
名
が
参
加
し
、
楽
し

く
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
、
久
慈
市
教
育
委
員
会
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

の
レ
ネ
ー
・
エ
ス
ト
リ
ッ
ジ
さ

ん
と
テ
イ
ラ
ー
・
カ
ー
ル
ト
ン

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
保
護
者
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の

団
子
を
作
り
、
飾
付
け
を
行
い

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
「
み

ず
き
団
子
飾
り
」
は
今
年
も
侍

浜
郵
便
局
に
飾
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

み
ず
き
団
子
の
飾
付
け

終
了
後
は
、
そ
ば
打
ち
に

挑
戦
。
そ
ば
粉
を
こ
ね
る

作
業
、
こ
ね
た
そ
ば
粉
を

延
ば
す
作
業
、
そ
ば
を
切

る
作
業
と
危
な
っ
か
し
い

手
つ
き
で
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
教
わ
り
な
が
ら
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
Ａ
Ｌ
Ｔ

講
師
の
二
人
と
「
プ
チ
国

際
交
流
」も
行
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
準
備
し

て
き
て
い
た
だ
い
た
英
語
の

ゲ
ー
ム
で
交
流
し
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
小
学
生
の
順
応
性

の
高
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
自
分
た
ち
で
作
っ

た
打
ち
立
て
の
そ
ば
を
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ご
こ
ろ
サ
ン
タ
大
作
戦

は
、
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
方
々
の
た
め
に
中
学

生
が
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
と

い
う
考
え
か

ら
、
八
年
前

に
始
ま
っ
た

活
動
で
す
。

現
在
、
侍
中

で
勤
務
さ
れ

て
い
る
越
戸

明
日
香
先
生

が
当
時
、
生

徒
会
長
の
時

に
始
ま
っ
た

活
動
で
す
。

　

今
年
度
の

ま
ご
こ
ろ
サ

ン
タ
大
作
戦
は

十
二
月
二
十
二

日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
あ
い
に

く
午
後
か
ら
天
気
が
崩
れ
始

め
、
小
雨
の
中
で
の
「
ま
ご
こ

ろ
サ
ン
タ
大
作
戦
」
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は

サ
ン
タ
帽
を
か
ぶ
り
、
窓
ふ
き

な
ど
の
依
頼
し
て
い
た
だ
い
た

仕
事
を
一
生
懸
命
、
丁
寧
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
な
か
な
か
掃
除
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
高
い
所
の
窓
も

脚
立
を
使
っ
た
り
、
時
に
は
肩

車
を
し
た
り
し
て
綺
麗
に
掃
除

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
侍
浜
駅
も
清
掃
場
所
に
追
加

す
る
な
ど
、
活
動
場
所
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
成
果
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
活
動
の
後
に
は
、
三

年
生
が
心
を
込
め
て
手
作
り
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
奉
仕
活
動

と
と
も
に
地
域
の
方
々
に
日
頃

の
感
謝
や
ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
感
謝
し
、
感
謝
さ
れ
る
こ

と
が
、
新
た
な
活
力
を
生
み
出

す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
「
自
分
が
誰
か
の
役
に
立
っ

て
い
る
」
と
い
う
経
験
の
積
み

重
ね
が
、
現
代
っ
子
に
希
薄
と

さ
れ
る
自
己
有
用
感
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
地
域
の
た
め
に
、
も
っ

と
お
役
に
た
ち
た
い
と
願
っ
て

い
る
侍
中
生
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用

願
い
ま
す
。
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世代間交流事業「小正月行事」
…みずき団子づくりとそば打ち体験…

世代間交流事業「小正月行事」
…みずき団子づくりとそば打ち体験…

侍
浜
中
学
校

　

ま
ご
こ
ろ
サ
ン
タ
活
動
12月
22日
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侍
浜
公
民
館
柔
道
教
室
（
教

室
生
四
十
一
名
）
は
、
一
月
九

日
に
、「
稽
古
始
め
」
と
「
鏡

開
き
」
を
、
侍
浜
公
民
館
・
体

育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

柔
道
教
室
に
参
加
し
て
い
る

小
学
生
、
中
学
生
が
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
基
本
練
習
を
中
心
に
今

年
最
初
の
稽
古
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
父
母
た
ち
の
見
守

る
な
か
、
恒
例
の
紅
白
試
合
を

行
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
技

を
掛
け
合
い
、
見
応
え
の
あ
る

試
合
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

紅
白
試
合
の
後
に
は
、
侍
浜

柔
道
教
室
父
母
の
会
（
篠
山
由

美
子
会
長
）
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
全
員
で
餅
つ
き
を
し
「
鏡

開
き
」
を
行
い
ま
し
た
。
つ
き

た
て
の
餅
で
作
っ
た
お
雑
煮
と

あ
ん
こ
餅
を
お
い
し
く
い
た
だ

き
、
最
後
に
一
人
ず
つ
今
年
の

目
標
・
抱
負
を
発
表
し
、
今
年

の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
二

人
で
泊
ま
っ
た
の
で
、
少
し
安

心
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
の

家
の
よ
う
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
家
族

や
仲
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
自
分
の
考
え
や
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
を
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
価
値
観
や
考
え
方
が

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で

出
逢
い
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

まつだて
  りょうしろうさん
　  　　（２歳）

くどう
  ゆりあさん
　  （６歳） たくいし

  みさきさん
 　  （１歳）
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・パソコン操作の出来る方

・勤務場所　デイサービスセンターと
　　　　　　高齢者住宅「さむらい」
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侍浜福祉会　TEL（64）１２３４・（58）２２２０

・
三
日　
　

節
分

・
三
日　
　

区
長
会
研
修
会

・
三
日　
　

市
内
中
学
校
リ
ー

ダ
ー
交
流
会

・
四
日　
　

立
春

・
四
日　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交

流
大
会
（
侍
浜
中

出
場
）

・
六
〜
八
日　

侍
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
先
進
地
視
察

（
沼
津
市
、
他
）

・
七
日　
　

侍
浜
小
学
校
新
入

生
体
験
入
学

・
八
日　
　

健
康
相
談
日

・
八
日　
　

侍
浜
中
フ
レ
ッ

シ
ュ
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン

・
一
〇
日　

拓
陽
支
援
学
校
小

中
学
部
入
学
説
明

会

・
一
一
日　

建
国
記
念
の
日

・
一
一
日　

柔
道
強
化
錬
成
会

・
一
一
〜
一
二
日　

生
涯
学
習

の
つ
ど
い

・
一
四
日　

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー

・
一
四
日　

確
定
申
告
受
付

（
侍
浜
支
所
）

・
一
五
日　

侍
浜
小
学
校
参
観

日

・
一
五
日　

侍
浜
中
修
学
旅
行

説
明
会

・
一
六
日
〜
三
月
一
五
日　

確

定
申
告
受
付
（
市

役
所
本
庁
）

・
一
七
日　

拓
陽
支
援
学
校
高

等
部
入
学
説
明
会

・
二
五
日　

健
康
相
談
日

・
二
八
日　

侍
浜
小
学
校
六
年

生
を
送
る
会

お
知
ら
せ

〇
二
月
（
如
月
）

　

私
は
、
一
月
七
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
十
一
日
間
、
久
慈
市

中
高
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
に

参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
姉
妹
都
市
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
『
メ
モ
リ

ア
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
で
は
、

九
・
一
一
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
資
料
や
被
害
者
の
遺
品
・

写
真
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
と

て
も
切
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る

間
、
朝
の
散
歩
を
し
て
い
ま
し

た
。『
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
』
は

風
景
が
綺
麗
で
と
て
も
広
か
っ

た
で
す
。雪
が
多
か
っ
た
の
で
、

雪
合
戦
を
し
ま
し
た
。『
ト
ラ

ン
プ
タ
ワ
ー
』
は
と
て
も
高
く

て
驚
き
ま
し
た
。
報
道
陣
も
い

て
、
流
石
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
市
で
は
、
学

校
訪
問
を
し
、
文
化
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
私
は
ア
ニ
メ
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
英
語
で
紹
介

す
る
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。
現

地
の
学
校
は
様
々
な
設
備
が
充

実
し
て
い
て
、
羨
ま
し
か
っ
た
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中川原 セキさん
　  （88歳）

中居美穂さんは右から３番目

海外派遣研修での出逢い
海 外 派 遣 報 告

侍浜中学校
　２年  中 居 美 穂

「
稽
古
始
め
・
鏡
開
き
」で
今
年
の
活
躍
を
誓
う
�

侍
浜
柔
道
教
室

【
柔
道
ミ
ニ
知
識
】

　
日に

っ
ぽ
ん本

傳で
ん

講こ
う
ど
う
か
ん

道
館
柔じ

ゅ
う
ど
う

道
が
明
治

十
五
年
に
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

に
よ
っ

て
創そ

う

始し

さ
れ
、
明
治
十
七
年
に

鏡
開
き
が
行
わ
れ
て
以
来
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
柔
道
古
来
の

伝
統
的
行
事
で
す
。
講
道
館
で

は
一
月
の
第
二
日
曜
日
に
鏡
餅

を
お
ろ
し
、
寒
稽
古
参
加
者
等

で
い
た
だ
き
ま
す
。

「
侍 

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
」

ロ
ゴ
原
案
を
選
定
�

　侍浜市民センターでは、次のとおり管理職員を募集します。
　　……　……　……　……　……　……　……　……
◇施　　設　侍浜市民センター（侍浜支所）
◇勤務内容　管理業務（利用受付及び施設管理）
◇勤 務 日　１週２日（土曜日・日曜日）
　　　　　　勤務時間　８時30分〜 17時30分
◇応募条件　健康の方、緊急時に対応できる方、65歳以下の方
◇募集人員　１名
◇雇用期間　平成29年４月１日から平成30年３月31日まで
◇応募締切　平成29年２月24日 (金) まで
　　　　　　※侍浜地区農村センターに履歴書を提出してください。
◇面　　接　平成29年３月上旬予定
　　　　　　※後日、応募者に日程等を連絡します。
◇応募先及び問合せ　侍浜地区農村センター（侍浜支所・公民館）
　　　　　　　　　　☎ 58−2111まで

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員

　（
土
・
日
曜
日
管
理
業
務
）

募
集

　

一
月
十
九
日（
木
）、
侍
浜
公

民
館
で
第
三
回
「
侍
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
協
議
会
を
開
催
し
、
事
業

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
事
業
の

進
め
方
を
承
認
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
成
し
た

「
侍 

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
ブ
ラ
ン

ド
」
の
複
数
の
ロ
ゴ
案
の
中
か

ら
意
見
を
付
し
て
、
一
点
の
ロ

ゴ
原
案
を
選
定
し
た
。

　

ま
た
、
侍
マ

ル
シ
ェ
検
証
会

の
意
見
・
提
言

を
踏
ま
え
て
、

部
会
や
実
行
委

員
会
を
組
織
化

し
て
、
取
組
ん

で
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

「侍浜町」を入れる
岩手県の地図に侍浜町の位置が
わかるようにする


